
 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

平成３１年度 第２号 

令和元年５月７日発行  
 

東京都立王子特別支援学校長   

下島 啓道  

「あいさつ」の大切さ 

小・中学部 副校長  佐藤 亜紀子    

 この春、王子特別支援学校の高等部から小・中学部に参りました、佐藤亜紀子と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、本校では社会と関わるマナーとして「あいさつ」に重きを置いています。挨拶の語源

は、禅宗の用語で「一挨一拶（いちあいいっさつ）」だそうです。例えば師匠が弟子に声をかけ

るなどし、その返答でもって修行の度合いを測るといったことだそうです。つまり一方が相手

に気を向け、他方が答えることで、心を通わせる手段として発展してきました。 

 私は毎朝昇降口の前に立ち、子供たちに「おはようございます」と挨拶をして、元気に挨拶

を返してもらうととても気持ちが良いです。社会に出ればそれは、相手に好印象を抱いてもら

うことにつながります。気持ちを込めて挨拶をすることを今後も大切にしていきましょう。 

      

新しい時代の幕開けとともに 

高等部 副校長 島田 静香 

 

 昨年度までは改編準備担当副校長として改編準備をしてきましたが、4 月から高等部担当副校

長となりました島田静香です。昨年度は改編に向けての業務が中心でしたので、生徒たちとの

関わりが少なかったのですが、4 月からは、高等部の生徒たちはもちろんですが、小学部、中学

部の児童・生徒たちとも挨拶や言葉を交わすことができ、大変嬉しく思っています。 

 さて、今年は 10 連休というまさに大型連休でした。そして、時代は「平成」から「令和」に

変わり、私たちは、時代の節目に立ち会うことができました。新しい時代とともに、新しい王

子特別支援学校も歴史を刻んでいくことになります。環境が変わることは、不安や心配もあり

ますが、その分、新しい出会いや発見もあります。児童・生徒たちもたくさんの人と出会い、

たくさんの発見をしてほしいと願っています。 

  

今年度の外部専門員について 

 

担当 指導教諭 西田 恵理子 

 

 外部専門員とは、「都立知的障害特別支援学校における自立と社会参加に向けた指導内容

の充実を図るとともに、教員の専門性を向上させるため、作業療法士、理学療法士、言語療

法士、特別支援教育心理士及び心理の専門家等を都立特別支援学校外部専門員として配置す

るものです。今年度もたくさんの専門家をお呼びしています。外部専門員の先生方のご指導、

ご助言を大切にして、教員の専門性を図り、児童・生徒の力を伸ばしていけるように努めて

参ります。ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

今年度の外部専門員をご紹介します。 

外部専門員（所属） 助言内容 

増子 拓真 他（たすく株式会社） 発達アセスメント、作業療法 等 

富岡 康一（合同会社学習室クレメント） 支援改善、授業改善、助言 

卜部 吉文（大橋病院） 理学療法、機能訓練、体のケア 

（小・中学部） 

豊田 利郎（理学療法士） 理学療法、機能訓練、体のケア（高等部） 

磯部 裕子 授業改善、助言 

縄岡 好晴（大妻女子大学） 就労支援 アセスメント（高等部） 

上原 深音（ひゅーまにあ 就労支援） 就労支援 アセスメント（高等部） 

榎本 歌代子（榎本クリニック） 医療的・心理的配慮を要する生徒への助言、

相談 

高橋 千香子（青山心理発達相談室） 心理的配慮を要する生徒への助言、相談 

天野 敬子 

（NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネット 

ワーク） 

心理的配慮を要する生徒への助言、相談 

杉浦 朋久、石井 誠（フジパンストア） 作業学習 食品加工班等 食品製造への指

導、助言 

田村 彰人（東栄部品株式会社） 作業学習 クリーン班等 清掃への指導、 

助言 

森山 雅子（サカタテクノサービス） 作業学習 農園芸班等 園芸への指導、 

助言 

梶田 翔吾 他（日本ビジネスシステムズ

株式会社） 

情報教育、情報処理、校内 LAN 関係への 

助言 

 


